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 備考 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

超高齢化社会により動脈硬化疾患による死亡は総死亡の23％を占め、悪
性新生物による死亡と匹敵する主要因となっている。脂質異常症の診断項
目のうち総コレステロール値は血清ＬＤＬ-Ｃ値への変更が行われている。
高値となった血清ＬＤＬ-Ｃを低下させるには、生活習慣、運動、食事など包
括的に修正することが大切である。本研究において、食生活と運動習慣の
具体的な聞き取り内容と、血清ＬＤＬ-Ｃ値の１年間の変化とを比較すること
により、血清ＬＤＬ-Ｃ値改善のための具体策が見いだせれば予防医学の意
義が大きい。

人間ドックの栄養指導を受けた者を対象に、食生活指導において具体的な
間食、飲酒習慣、飽和脂肪酸・不飽和脂肪酸の多い食品の摂取頻度、野
菜摂取量、運動習慣について聞き取りを行い、単独または各習慣の組み合
わせによる血清ＬＤＬ-Ｃ値の改善・悪化要因について検討する。

2022年4月～2025年3月

利用する情報から氏名・住所等の患者を直接特定できる個人情報は削除
する。

電話 　0561(73)7771

医療法人大医会　疫学・臨床研究倫理審査委員会事務局（渉外企画室　清水）

日進おりど病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究は、対象となる患者様から直接同意
を得て行う研究ではなく、研究の情報を公開することが必要とされている研究です。本研究の
対象者に該当する可能性のある方で、診療情報を研究目的に利用されることを希望されない
場合は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

人間ドック男性受診者における血清LDLコレステロール値と身体特性・生活
習慣の関連（第２報）

医療法人　大医会　予防医学推進・研究センター

センター長　長岡　芳

木下　美紀


